To create a study program which incerporates the sbility to think logically and critically: To create activities that the students can select the theings they use relating to everyday situations and be able to write on them; Modern Japanese B learned by 3rd year high school students; Preactice report titled “The report about the things the students use in everyday life in 2018－the everyday items they use in 21st century” by 田中 洋美
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記述 6 原稿用紙の使い方 62.8％

















































13） 大滝一登（2018）『高校国語 新学習指導要領をふまえた授業づくり』（p. 26）
14） 『日本語学』37（12），p. 117
15） 田中宏幸（2018）「新学習指導要領・高等学校『国語表現』の特徴と指導のあり方」（『日本語学』
（37）12，p. 138
16） 注10）に同じ。
17） KWLチャートは国語科のレポート課題では2011年度から使用している。総合的な学習（高３
校外学習）の探究学習でも利用し，生徒にとっては慣れた思考ツールの一つである。
18） 「ピア・ラーニング」については，池田玲子・館岡洋子（2007）『ピア・ラーニング入門』，大島
弥生・池田玲子・大場理恵子・加納なおみ・高橋淑郎・岩田夏穂（2014）『ピアで学ぶ大学生の日
本語表現』（第２版），石黒圭（編著），胡方方・志賀玲子・田中啓行・布施悠子・楊秀娥（著）
（2018）『どうすれば協働学習がうまくいくか　ピア・リーディング授業の科学』等を参考にした。
19） 島田康行（2018）は「作業を互いに点検させることの意義を意識させること」において自分の
論の進め方を見直す際，他者の批判的な読みの有効性に気づかせることの重要性を説く。（『新科
目編成とこれからの授業づくり』p. 81）
20） 島田康行（2018）は，大学の初年次教育の最も主要な内容はレポートや論文の書き方であると
し，その授業を「引用して批判すること」から始めると述べる（「小・中・高校から大学までの
『書くこと』の指導」（『指導と評価』64（4），pp. 41‒42））。生徒が「さぁ書こう」という時に，教
員が引用の仕方を説明すると「引用の仕方」と「書こうとすること」に注意が分散される。しか
し，作品を読んで引用しながら気づき（自分が今，言いたいこと）を述べることでコツが掴める
のではないかと考え，今回，試行した。引き続き検討したい課題である。
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21） 問いの見直しの際，佐渡島沙織・坂本麻裕子・大野真澄（2015），佐渡島沙織・吉野亜矢子
（2008）を参考に問いや立場の明確化を図った。
22） この項目については池田玲子・館岡洋子（2007）『ピア・ラーニング入門』の「内省活動（自己
評価とピア評価）」pp. 104‒105を参考にした。
23） 渡辺哲司・島田康行（2017）『ライティングの高大接続』，p. 175
24） 注23）に同じ。
25） 「校正」「修正」の指導については岩瀬さやか他（2018）『増補版作家の時間』を参照した。
26） 中教審（2018）「『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改
善及び必要な方策等について』（答申）での主な指摘事項について」（平成30年10月23日教育課程
部会，児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ，資料２）
27） 鶴田清司（2018）「コンピテンシーとしての『学びに向かう力，人間性等』」（『教育科学国語教
育』No. 828，pp. 90‒91）
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